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ジャズシンガー

綾戸　智恵 様

浪速のジャズおばはん卓話

　綾戸でございます。おおきに。デビューしたの

が４０歳で、１５周年です。私、音楽以外では介護で

有名になってしまいまして、最近はアイドルでな

く介ドル、介護界のアイドルとなってしまいました。

私、倒れたとき、自分の親やという気持ちが大き

くて自分でできるだけやろうと思ってました。で

もそのできるだけという努力の秤はありません

でした。どこで０グラムになるのか分からず、マイ

ナスになって倒れてしまいました。人間って倒れ

てやっと分かる。何かいうたら頼むいうことですね。

人とギブアンドテイク。この連鎖を忘れておりま

した。倒れて病院のいろんな方に助けてもらっ

て初めて、生きるというのは我一人走ることでは

ないんだと。この辺りから人生明るくなりました。

　母は家事一つしない人で、たまに料理を作る

と後のキッチンは大変です。鍋が８つ、割れた皿

が３つ、箸はほったらかし、大根の端っこはシンク

に詰まったまま。それを掃除するのは私でした。

母の怠慢のお陰で私は家事が上手になりました。

母は金儲けが上手で、家で座って金儲けするね

んと言って相場をしておりました。子供のころ私

はお金というのは電話で持って来てくれるもん

や思ってました。そんな環境で育ったもんです

から小学校２、３年の頃から主婦をしてました。

　今回倒れたとき、母から、あんた人に頼むとき

は頼みや、お母ちゃんはあんたに死なれると困る

ねんと言われました。心配してくれてやはり親や

なあというと、いや世話する女が無くなるからと。

最後までええかっこのハードボイルドな母だと思

います。でもその心の奥深くには私に迷惑かけ

たくないと、私が見ていないところでリハビリを

する母、トイレで迷惑か

けたくないと、立ったり

座ったりの練習をする

母がいます。今、やっと

母が分かりつつあると

思います。母が死ぬま

でに全部理解するのは

無理だと思いますが、

ちょっとずつ見えていく

親子関係。その一日一日が自分の人生の教育な

んだと思ってます。そう思ったとき急に一日一日

が大事になりました。

　ステージの上で私はこうやったらお客さんが

喜ぶやろ、ああやったら喜ぶやろと歌います。こ

こでしか言えないですが、こんな歌何で聴きに来

るんやろと、いまだに思ってます。私の歌下手で

すけど人の嗜好は分からない。商売でどうやって

人がいいという歌を歌うか、こんなこと追求する

のは止めました。楽しくその場を過ごそう。デビュー

当時の私の歌を聞いてくれた人は、なんかわか

らへんけど綾戸さんの歌ってええねんと言って

くれます。それはデビューまでの私の毎日がそ

の日のためにあったのかなと思います。家事を

やめず育児もやめず、人の手を借りながら全て

やるとは何と贅沢な暮しだろうと思います。親の

死に目にも会えないというのが芸の道。私はな

るべく母の死に目に会いたいし、出来れば私の

腕の中で、さいなら、おおきにと、途方もない夢

を持つ私です。

　ありがとうございました。




